
レクチャー１

自動詞と他動詞。

英語の動詞には「自動詞 。 と略す 」と「他動詞

。 と略す 」があります。他動詞とは「他者の助けがないと存在できない動

詞」と覚えたらいいでしょう。「他者」とは目的語のことで、他動詞は直後に目的

語になる名詞を置かないと、動詞として存在できません。

○他動詞 目的語

目的語について。

動詞というのは､『動作を表す言葉』のこと｡たいてい動作には目的がある｡その動作の目的･対象を表す言葉のことを目的語というのだ｡例えば『ﾗｰﾒﾝ

を食べる』と言えば､『食べる』という動作 行為 の目的は『ﾗｰﾒﾝ』だ｡つまり『ﾗｰﾒﾝ』が『食べる』の目的語だ｡『電気をつける』なら､『電気』

が『つける』の目的語｡『ドｱを閉める』なら『ドｱ』が『閉める』の目的語だ｡で､今の例の｢ﾗｰﾒﾝ｣｢電気｣｢ドｱ｣でもわかることだが､目的語にな

れるのは基本的に名詞 とその仲間 だけ｡具体的には｢名詞｣｢代名詞｣｢動名詞｣｢不定詞｣｢名詞節｣など｡

自動詞とは「自分だけで存在できる動詞」と覚えたらいいでしょう。つまり直後に

目的語等を取らなくても存在できる動詞のことです。

○自動詞

○自動詞 Ｃ 名詞・形容詞等 Ｃ、つまり補語として名詞を後ろに置くこ

○自動詞 副詞 とはある。

また自動詞は、前置詞のワンクッションを置けば、その後に目的語となる名詞をと

ることができます。

○自動詞 前置詞 名詞

ここで理解をより深めるために、「自動詞」と「他動詞」がとることができない

パターンというのも整理しておきましょう。

×自動詞 目的語 自動詞は前置詞の助けなしに目的語は取れない。

×他動詞 他動詞は逆に目的語なしで存在できない。

×自動詞 前置詞 自動詞は前置詞を後ろに置いたら、今度は必ずその

後に目的語になる名詞をとならなければならない。

×他動詞 前置詞 目的語 他動詞は前置詞の助けなしで直接目的語を取る。

中学英語で「 」とは言えても「 」とは言えませんで

した。あるいは「 」とは言えても「

」とは言えなかったはずです。その理由がこれでわかります。つまり

「 」も「 」も自動詞なので、直後に前置詞のワンクッションがなければ目
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的語になる名詞をとることができなかったのです。

《もう一歩深く 「自動詞と他動詞」》

自動詞と他動詞の違いを、意味の上からもう少し深く考えてみましょう。

意味の上から考えると 他動詞とは、「Ｓ 主語 の行為が直接・全面的にＯ 目

的語＝他者 に及ぶ」ということ。逆に自動詞とは「Ｓ 主語 の行為が自分 主

語自身 にとどまる ＝他者にまで及ばない 」ということなのです。

これをまず 捜す という動詞で考えてみましょう。

には という 他動詞の 語法と、 という 自動詞

の語法 があります。

他動詞

という場合、「 警察が 捜す」という行為が、「その家」にまで 直接的・全面

的に 及んだということになります。したがって「警察はその家を家宅捜索し

た」という意味になるのです。

これが を用いて

自動詞］

と言う場合、 という前置詞に阻 はば まれ、「捜す」という行為が「その

家」にまで 直接的・全面的には 及んでいないことになるのす。そこで

は「～ に向かって」という方向・目的を表す前置詞なので 、「その家に向か

って を求めて 捜索を行った」、つまり「警察はその家を捜した」となるので

す。

他の例を挙げると

① 他動詞

② 自動詞

①の場合、「撃った 」という行為が「その犯人」にまで 直接的・全面的

に 及んだ。つまり「 銃であれば 弾が犯人に当たった」ことが予測できます。

ところが②の場合、 「～めがけて」という前置詞 が の後ろに割り込

んでいるため、「犯人めがけて撃った」と言っているだけで、実際にその弾が

当たったかどうかはわからないのです 当たっていないかもしれない。その後

の文脈次第 。
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レクチャー２

「自動詞と間違えやすい他動詞」。「他動詞と間違えやすい自動詞」。

⑴「自動詞と間違えやすい他動詞」

の意味は「Ａについて討論する」です。この日本語の意味から日本人は

つい、「 」とやってしまいがちです。が、実は は他動

詞なので、 等という前置詞の助けは必要としません。「 」という

のが正しい形なのです 同じ意味でも、自動詞の を使えば「 」

が正しい形になる 。

この に代表されるような、日本語感覚からついうっかり前置詞を入れ

てしまいやすい他動詞が英語にはあります。代表例を挙げてみましょう。

① 「Ａについて討論する」

② 「Ａについてゆく」

③ 「Ａと結婚する」

④ 「Ａに出席する、通う」

⑤ 「Ａに耐える」

⑥ 「Ａに近付く」

⑦ 「Ａに似ている」

⑧ 「Ａに入る」

⑨ 物事 人 「ＡがＢの頭に思い浮かぶ」 物事 人

⑩ 「Ａに従う」

⑪ 「Ａに参加する」

⑫ 「Ａを待つ」

⑬ 「Ａと接触する」

⑭ 「Ａに反対する」

⑮ 「Ａに着く」

⑯ 「Ａに勝る､上回る」

⑰ 「Ａについて話す」

⑱ 「Ａに住む」

 個の動詞の頭文字をつなげて「だまされそうじゃこれ見い」と覚えよう。

⑵「他動詞と間違えやすい自動詞」

逆に、自動詞なので今度は前置詞の助けが必要なはずなのに、これまた日本語感

覚からついうっかり前置詞を入れ忘れてしまいやすい、そんな自動詞があります。
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これも代表例を挙げておきましょう。ぜひ前置詞とワンセットで覚えてください。

① 「（Ａを）卒業する」

② 「（Ａについて）説明する」

③ 「（Ａと）口論する」

④ 「 Ａに 反応する」

⑤ 「（Ａに）返事を書く」

⑥ 「（Ａを）主張する」

⑦ 「（Ａに）固執する」

⑧ 「（Ａを）希望する」

⑨ 「（Ａ）なしで済ませる」

⑩ 「（Ａを）処理／処分する」

⑪ 「（Ａを）同意する」

⑫ 「（Ａを）専攻する、専門に扱う」

⑬ 「（Ａに）訴える」

⑭ 「（Ａを）出発する」

⑮ 「（Ａを）専攻する、専門に扱う」

⑯ 「（Ａを）邪魔する」

⑰ 「（Ａと）競争する」

⑱ 「（Ａの）不満を言う」

⑲ 「（Ａに）同意する」

⑳ 「（Ａに）反対する」

 「（Ａを）待つ」

 個の動詞の頭文字をつなげて「がっくりプーだましこわ」と覚えよう。

レクチャー３

５つの文型とそれぞれの文型によく使われる動詞。

英語には以下のような５つの文型がありますね。

{
⑴Ｓ＋Ｖ

⑵Ｓ＋Ｖ ＋Ｃ

５文型 ⑶Ｓ＋Ｖ ＋Ｏ

⑷Ｓ＋Ｖ ＋Ｏ ＋Ｏ

⑸Ｓ＋Ｖ ＋Ｏ＋Ｃ

－４－

文型・動詞の語法



⑴ ⑵ はＯ（目的語）がありません。つまり自動詞 Ｖ によって構成される文型

であるのに対し、⑶⑷⑸はＯ（目的語）がついている、すなわち他動詞 Ｖ によ

って構成される文型です。

この５つの文型の中で、頻出の文型とその動詞のパターンをまとめてみましょう。

⑴「ＳＶＣ」を作る動詞。

①知覚動詞

⒈「Ｃのように見える」型… 等

興奮しているように見える

疲れているように見える

元気そうに見える

奇妙に聞こえる

⒉「Ｃの味／臭い／感じがする」型… 等

甘い味がする 幸せに感じる

いい香りがする

②状態や状態の継続、変化を表す動詞

⒈「Ｃ(の状態)である」型 ［状態］… 等

開いている

使用されていない

髪をとかしながら座っている

⒉「Ｃのままでいる」型 ［状態の継続］… 等

黙ったままでいる

（依然として）独身のままである

その他

⒊「Ｃになる」型 ［状態の変化］… 等

医者になる 腐る

暗くなる 赤くなる

疲れる 干上がる

実現する 良い妻になる

眠る

 はＣには「名詞」しか取らない。 は「 型の形容詞」、

は「 型の形容詞」をＣに取る。

③「Ｃだと判る」型

Ｃ 形･名
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Ｃ 形･名

その話は本当であることが判明した

④慣用的なＳＶＣ構文。

⒈ Ｓ＋Ｖ～ 「実は～だ」「実際～だ」

Ｓ＋Ｖ～

Ｓ＋Ｖ～

Ｓ＋Ｖ～

⒉ Ｓ＋Ｖ～ 「たぶん～だ」

⒊ Ｓ＋Ｖ～ 「困ったことに～だ」

Ｓ＋Ｖ～

⒋ Ｓ＋Ｖ～ 「要するに～だ」

Ｓ＋Ｖ～

⒌ Ｓ＋Ｖ～ 「 私は ～だと思う」

⒍ Ｓ＋Ｖ～ 「重要なのは～だ｣

｢私が言いたいのは～だ」

これらの英文の は省略されることがある。

実際には彼が早く到着した

⑵「ＳＶ 」。

①「ＳＶ 」を作る動詞のほとんどは「 人 」と「 物･事 」の語順を入れ換え

ることができます。その際、入れ代わった「 」と「 」の間に入る前置詞が動

詞によって異なります。※ただしこれらについては､受験ではことさら問われることはないので､丸暗記はあえてしなくても大丈夫｡

⒈「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」 ⇨ 「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」型

⒉「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」 ⇨ 「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」型

⒊「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」 ⇨ 「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」型

⒈「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」 ⇨ 「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」型

｢分配する｣ ｢貸し与える｣ ｢郵送する｣

｢与える｣ ｢手渡す｣ ｢見せる｣

｢授与する｣ ｢支払う｣ ｢教える｣

｢持ってくる｣ ｢約束する｣ ｢ 視線･言葉等を 向ける｣

｢与える｣ ｢読んで聞かせる｣ ｢話す｣

｢与える｣ ｢推薦する｣ ｢ 手紙などを 書く｣

｢手渡す｣ ｢売る｣

君にその金をあげよう
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⒉「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」 ⇨ 「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」型

｢持ってくる｣ ｢与える｣ ｢注文してやる｣

｢買う｣ ｢見つけてやる｣ ｢ 料理等を こしらえる｣

｢呼ぶ｣ ｢手に入れてやる｣ ｢分け与える｣

｢選んでやる｣ ｢残しておく｣ ｢ 飲食物を おごってやる｣

｢料理してやる｣ ｢作ってやる｣

 を取る動詞の特徴は｢～のために …してあげる ｣という｢ 他者への 利益｣を感じさせるものが多い｡

 と は前置詞を ､ どちらをとってもいい｡

彼は息子にＴＶゲームを買った

⒊「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」 ⇨ 「Ｓ Ｖ Ｏ Ｏ 」型

このタイプは 尋ねる のみ。

あなたに１つ質問があります

②「ＳＶ 」で注意すべき動詞。

ＳＶＯ Ｏ をとる動詞は基本的に「Ｏ にＯ を与える」という意味になります。

ただ例外的に「与える」という意味にならない ならないように一見みえる 動詞

もあります。

具体的には｢AにBを与えない｣｢AからBを奪う･取り除く｣型が多い｡これらは少数ではあるが受験では頻出!

･ 人 物 に を与えない 使わせない ･ 人 生命･仕事･犠牲 から を奪う

･ 人 苦労等 に を与えない ･ 人 金額･費用 から を奪う 取る

･ 人 労力 から を取り除く ･ 人 時間など から を奪う 取る

･ 人 金 に を請求する

には｢ のために を割いてやる｣という｢与える｣型の用法もあるので注意｡

① 少し時間をとってくれませんか

② あなたにご迷惑はかけません

①は｢ に を与える｣型の ｡②は｢ に を与えない｣型の の用例｡

その他として｢ 人 物事 の をうらやむ｣｢ 人 幸せ･挨拶 の 幸せ を願う､ に 挨拶

を言う｣などがある｡

では以下にその例を挙げてみましょう（⒈～⒊、⒍～⒏は頻出）。

⒈ 人 金 ＡにＢかかる

このカメラは１０万円だった
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⒉ 人 犠牲 ＡにＢの犠牲を強いる

不注意のために、彼は命を失った

⒊ 人 時間 ＡにＢかかる

そこに行くのに１０分かかった

｢かかる｣という 、 は｢人｣を主語にとらない｡

⒋ 人 要求されたもの ＡにＢを与えない

メアリーは子供たちに何でも与える

⒌ 人 物事 ＡのＢをうらやむ

あなたの成功がうらやましい

⒍ 人 時間･金･労力 ＡのＢを節約する

この新しい機械のおかげでかなり時間が節約できるだろう

⒎ 人 物事 ＡのためにＢを割く とっておく

今日少し時間をとってくれませんか

⒏ 人 苦労等 ＡにＢをかけないように気を配る

あなたにご迷惑はかけません

⒐ 人 金 ＡにＢを請求する

時計の修理代として彼は６ドル請求された

人 幸せ･挨拶 ＡのＢ 幸せなど を願う

ＡにＢ 挨拶など を言う

新年おめでとう

誕生日おめでとう

彼女は私におやすみなさいと言った

⑶「ＳＶＯＣ」の「Ｃ」のバリエーション。

５つの文型の中でも「ＳＶＯＣ」は、作文、解釈等で特に狙われやすい文型 構文

です。ですから「ＳＶＯＣ」に関しては、他の文型以上に細かな知識を持っておく

ことが大切です。その中でも特によく狙われるのが 「ＳＶＯＣ」の「Ｃ」にどん
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な品詞がくるのかという「Ｃ」のバリエーションです。一つ一つ詳しく見ていくこ

とにしましょう。

まず「Ｃ」に「 原形 ～」をとる代表的な動詞を挙げてみましょう。

～ ｢ に～してほしい｣ ～ ｢ に 結果的に ～させる｣

～ ｢ に～してほしい｣ ～ ｢ に～する気にさせる｣

～｢ に～してほしい｣ ～ ｢ に～する気にさせる｣

～ ｢ に 無理やり ～させる｣ ～ ｢ に～するよう要求する｣

～｢ に 無理やり ～させる｣ ～ ｢ に～するよう要求する｣

～｢ に 無理やり ～させる｣ ～ ｢ に～するよう勧める｣

～｢ が～するのを期待 予想 する｣ ～ ｢ に～するよう勧める｣

～｢ が～できるようにする｣ ～ ｢ に～するのを許可する｣

～ ｢ に～させる｣ ～ ｢ に～するのを許可する｣

～ ｢ に～させておく｣ ～ ｢ に～するよう頼む｣

～ ｢ に～するよう命じる｣ ～｢ に～するよう説得する｣

～ ｢ に～するよう命じる｣ ～｢ に～してほしい｣

～ ｢ に～させる｣ ～ ｢ に～するよう忠告する｣

 は 原形 ～以外に､ ～､形容詞等､前置詞句等も にとることがある｡

彼らは機械を作動させた

彼らは捕虜を自由にした

私は身辺を整理した

「Ｃ＝ 原形 ～」以外の主要動詞の「Ｃ」のバリエーションは以下の通りです。

⑴ Ｏ Ｃ Ｃ＝①名詞・形容詞・過去分詞「ＯをＣにする」

②動詞の原形 「ＯにＣさせる」［強制］

⑵ Ｏ Ｃ Ｃ＝①動詞の原形 「ＯにＣさせる」［許可］

②形容詞・副詞・前置詞句「ＯをＣ の状態 にさせる」

特に､②の例は珍しいので以下にあげてみた｡

中に入れて 外に出して 通らせて ください

副

犬を放してはいけません

形

⑶ Ｏ Ｃ Ｃ＝①動詞の原形 「ＯにＣさせる してもらう 」

②過去分詞 「ＯをＣされる してもらう 」

③現在分詞 「ＯにＣさせておく」

④形容詞 「ＯをＣにする」
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⑷ Ｏ Ｃ Ｃ＝① 不定詞 「ＯにＣさせる してもらう 」

②過去分詞 「ＯをＣされる してもらう 」

③現在分詞 「ＯにＣさせておく」

④形容詞 「ＯをＣにする」

⑸ Ｏ Ｃ Ｃ＝ 原形 「ＯがＣするのを手伝う」

「ＯがＣするのに役立つ 一役買う 」

Ｃの 不定詞は、 が省略され、「動詞の原形」になることも多い。

私は彼がその仕事をするのを手伝った

⑹ Ｏ Ｃ Ｃ＝①現在分詞 「ＯをＣ の状態 のままにしておく｣

②過去分詞

③名詞・形容詞

 は｢意図 識 的に～のままにしておく｣､ は｢無意識のうちに～のままにしておく｣といったﾆｭｱﾝｽの違いがある｡

又､ の場合､｢ 原形 ～ に～させておく｣という語法も 用例は多くないが ある｡

⑺ Ｏ Ｃ Ｃ＝①現在分詞 「ＯがＣだと思う（分かる）」

②過去分詞

③名詞・形容詞

｢ 名･形･分 ｣という形で の後ろに不定詞が続くことはある｡

⑻ Ｏ Ｃ Ｃ＝過去分詞 「ＯはＣされる必要がある」

⑼ Ｏ Ｃ Ｃ＝① 不定詞 「Ｏに～して欲しい」

②現在分詞 「Ｏに～して欲しい」 否定文で主に用いる

③過去分詞 「Ｏが～されることを望む」

⑽知覚動詞 Ｏ Ｃ Ｃ＝①動詞の原形 「ＯがＣするのを～する」

②現在分詞 「ＯがＣしているのを～する」

③過去分詞 「ＯがＣされるのを～する」

Ｃに「 原形 ～」がくることはない。

× 私は彼女がそこに行くのを見た

「知覚動詞+Ｏ+ 原形 ～」と「知覚動詞 Ｏ ～」の意味的な違いは以

下の通り。

① 私は彼が道路を渡るのを見た

② 私は彼が道路を渡っているのを見た

違いは、「見ている中身」。 原形 がＯ 目的語 の後に来る場合、「そ

の行為のはじめから終わりまでを全部見る」ということになる。 ～
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がＯ 目的語 の後に来た場合、「その行為を行っているその瞬間を見る」

ということになる つまりその行為の開始～終了するまでを見届けたわけ

ではないということになる 。そうすると上の例文の①の場合、彼が道路

を渡り始めてから渡り終わるまでの行為全てを見たことになり、②の場合

は、道路を渡っているまさにその瞬間 のみ を見たということになる。

このような知覚動詞には以下のようなものがある。

｢見る｣ ｢感じる｣ ｢見る｣ ｢気付く｣ ｢聞く｣

｢臭う｣ ｢気付く｣ ｢目撃する｣ ｢想像する｣

このうち は「Ｃ＝現在分詞」。

① ～ Ｏが～している臭いがする

トーストが焦げているにおいがします

② ～ Ｏが～しているのを目撃する

（ ）

警察は彼を盗みの現行犯でとりおさえた

彼は試験でカンニングをしているところを見つかった

※上例は ～の受動態。

③ ～ Ｏが～しているのを想像する

彼が自炊するなんて想像できますか

その理由は「においがわかる」「目撃する」「想像する」という動詞自体

が、その瞬間の その場面の におい、行為、動作を対象としているから。

一番わかりやすいのは「目撃する」。ある行為を目撃するというのは、ま

さにその瞬間の行為を 見る ということ に少なくともその焦点が置かれ

ている 。 にしても同じで の場合、頭の中でも

のを想像するとき、まさにその動作・行為が行われている 瞬間の姿 を

脳裏に浮かべるものだ。

⑾その他

Ｏ Ｃ 名詞･形容詞･分詞 「ＯをＣとみなす」

Ｏ Ｃ 形容詞･分詞･ 原形 ～等 「ＯをＣの状態に追いやる」

Ｏ Ｃ 名詞 「ＯをＣに選出する」

Ｏ Ｃ 色を表わす名詞 「ＯをＣに塗る 染める 」

Ｏ Ｃ 名詞･形容詞･分詞 「ＯがＣだと分かる 発見する 」

Ｏ Ｃ 名詞･形容詞･分詞 「ＯがＣだと証明する」

Ｏ Ｃ 名詞･形容詞 「ＯをＣと呼ぶ」
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Ｏ Ｃ 名詞 「ＯをＣと名付ける」

Ｏ Ｃ 名詞･形容詞 「ＯをＣにする」

 には｢ に を与える｣という語法もあるので注意｡

スミス氏は彼を援助した

《ＳＶＯＣをとる他動詞とそのＣのバリエーションのまとめ》

Cのバﾘｴｰｼｮﾝ それをＣに取ることのできる動詞

原形 使役動詞 ･知覚動詞･

動詞の原形を にとるのは上記のみ｡それだけこの 種類の動詞の語法はしっかりおさえておきたい｡

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

形容詞 ･ 使役 ･ 使役 ･ 等

現在分詞 知覚動詞･ 使役 ･ 使役 ･ ･ ･ ･ 否定文で 等

過去分詞 全ての｢ 構文｣は､ と の意味関係が受身 は される になる場合､ には過去分詞が入る｡

レクチャー４

語法を間違えやすい動詞。

⑴「Ｓ+Ｖt+Ｏ(人)+that節」型の伝達動詞。

｢言う｣ ｢教える｣ ｢通知する｣ ｢注意する｣ ｢忠告する｣

｢警告する｣ ｢知らせる｣ ｢納得させる｣ ｢お世辞を言う｣

｢保証する｣ ｢示す､証明する｣ ｢指図する｣ ｢説得して～させる｣

特に下線の単語は頻出。この種の動詞はすべて「Ｏ 人 に～を伝える 知ら

せる・教える 」という意味になるのが特徴。

⑵「人」を目的語に取ることができない伝達動詞。（「Ｓ+Ｖt+[to A(人)]+Ｏ」型）

｢説明する｣ ｢述べる｣ ｢述べる｣ ｢述べる｣ ｢勧める｣

｢提案する｣ ｢告白する｣ ｢認める｣ ｢表明する｣ ｢忠告する｣

｢言う｣ ｢提案する｣ ｢証明する｣ ｢公表する｣
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特に下線の単語は頻出。それから、もしこれらの動詞の後ろに「人」を

おきたい場合は、前置詞の を用いて「 人 」という形にする。

彼はどうやってそれをしたのかを私に説明してくれた

 は「推薦する」という意味では「人」を目的語にとれる。

私はこの本をあなたに推薦できる

私は彼女を秘書として推薦する

「人」を目的語に取らない上記以外の頻出の動詞として、 が

ある。 の語法は以下の通り。

人 物事 Ａに Ｂのことで詫びる、謝る

彼は遅刻をわびた

長い間お便りしなかったことをあなたにおわびしなければなりません

⑶「Ｓ+Ｖ+Ｏ+to do[原形]～」の型をとりそうでとれない他動詞。

Ｃ

｢希望する｣ ｢提案する｣ ｢認める｣ の形は有り得る

｢要求する｣ ｢提案する｣ ｢主張する｣ ｢保証する｣

特に下線の単語は頻出。これらの動詞は［ＳＶＯ］の形をとる

×

○

私はあなたが試験に合格することを望んでいます

⑷ の語法。

{
質問等 「ＡにＢを尋ねる」

① 人 Ｓ Ｖ～「Ａに～かどうか尋ねる」

疑問詞節 句 「Ａに○○を尋ねる」

私は彼に出身地を尋ねた

私は彼女に幸せかどうか尋ねた

彼女は彼になぜ来なかったのかと尋ねた

② 人 物 「ＡにＢを くれと 求める」

彼は私に金をくれと言った
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③ 物 「Ａを求める」

彼は金をくれと言った

④ 人 原形 ～「Ａに～するよう求める、頼む」

人 原形 ～

私は彼に待ってくださいと言った

＝

⑤ 人 望みの物等 「ＡにＢを求める」

望みの物等 人

それは私に は無理な注文 というものです

折り入ってお願いがあるのですが

⑸ の語法。

① 原形 ～ 「～するのを望む 期待する 」

８月までにそれを終えたい

② 「Ａを望む 期待する 」

少年は父親からの贈物を待ちかねている

③ 原形 ～ 「Ａが～するのを望む 期待する 」

我々はジョンが代わりにその仕事をやってくれるのを期待しています

④ 人 原形 ～ 「Ａが～するのを望む 期待する 」

ジョンが来ることを望んでいる

×

 は「望ましいことの実現を希望する」。逆に「望ましくないことを思う・

予期する」は を用いる。

また がとれない語法についてもしっかりおさえておきたい。

がとれない語法

× ～ → ○ 原形 ～

× → ○
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× 人 原形 ～ → ○ 原形 ～

原形 ～

 人 原形 ～ ｢ が～するのを期待する｣は

⑹ の語法。

⒈「助ける 手伝う 」という の頻出語法。

① 人 「Ａを助ける」

困窮者を助けなければならない

② 原形 ～ 「～するのを手伝う」

「～するのに役立つ・一役買う」 主語が｢物事｣の場合､

この訳がいいことが多い｡

家のペンキ塗りを手伝った

③ 人 原形 ～ 「Ａが～するのを手伝う」

「Ａが～するのに役立つ・一役買う」主語が｢物事｣の場合､

この訳がいいことが多い｡

傘を捜すのを手伝ってくれ

雑誌を読んでいると時のたつのを忘れる のに役立つ

 の後ろの は省略されることが多い。したがって「 原形 ～」

「 原形 ～」という形には慣れておきたい。

④ 人 仕事 「ＡのＢを手伝う」

彼は私の宿題を手伝ってくれた

⒉「避ける」という 。 この意味の は 「人」を目的語にとらない。

① ～ 「～せずにはいられない」

原形 ～

意見を述べずにはいられなかった

② 「仕方がない」

 は上のように単独で使われる場合には、その場の 漠然とした 状況を指

す。が以下のように 節とセットで が 節を指す仮目的語にな

っている英文もある。
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彼が私を嫌うのはどうしようもない

⑺ の語法。

① は第３文型[ＳＶＯ]をとる

×  は､基本的に｢ ｣しかとらない｡

○

②人を目的語にとれない

× Ｏ 人 Ｏ 物  人 Ｏ 物 なら可｡ このように

× Ｏ 人 原形 ～ は｢ 人 に 提案する ｣という場合､ 人 の前に がいる｡

③動名詞（×不定詞）を目的語にとる

○ ～

× 原形 ～

④ 節を目的語にとると、 節内は「 原形 ～」になる

○ 原形 ～  を省略することもできるが､その場合直後の動詞は

｢原形｣の形にしておかなければならない｡

彼に休息してはどうかと提案した

⑤ただし、④のような形になるのは「提案する」という意味の時だけで「ほのめか

す、それとなく言う」という意味の場合は、 節が上記形になることはない

僕が若すぎると言うのですか

⑥Ａ 物事 Ｂ 人 ：「ＡがＢの心に浮かぶ」

Ａ 物事 Ｂ 人 Ｂ 人 Ａ 物事

Ａ 物事 Ｂ 人

ある良い考えが僕の心に浮かんだ

⑻ の 意外な 語法。

①［ や を伴って］「間に合う」「役に立つ」 「十分だ」この は自動詞｡

それで結構です 十分です

７時前ならいつでも結構です

② 人 益・害など 「ＡにＢを与える」 ＝

人 Ａのためになる 益になる 人
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この薬はあなたにすぐに益を与えるでしょう

→ この薬を飲めばすぐにあなたはよくなるでしょう

人 Ａに害を与える 及ぼす 人

少々のウイスキーを飲んでも害になりますまい

⑼４つの「言う」。 。

４つの「言う」の中で直後に「人」を目的語にとれるのは だけ。

例外的に 人 となることもありますが、その場合

人 ～

という形を必ずとるので見極めはつきやすいでしょう。では、具体的にではそれ

ぞれの「言う」の特徴を見ていくことにしましょう。

①まず は自動詞なので、前置詞の助けがなければ、後ろに目的語に

なる名詞はとりません。

× ○ 等 ｢彼に と について 話をする｣

× ○ 等 ｢彼に と について 話をする｣

が例外的に後ろに名詞をとることもありますが、それは以下のような決

まった語句と共に使われる場合のみです。

英語を話す

言葉を発する

真実を言う

も、「人」を直後にとることがありますが、その場合以下のような決まっ

た形で使われます。

人 ～ Ａを説得して～させる

人 ～ Ａを説得して～するのをやめさせる

②次に、 は他動詞で、共に直後に目的語になる名詞を必要とするのです

が、 は､「人」を目的語に取れないのに対して、逆に は「人」しか目

的語に取れません。

○ 人 Ｏ 言葉･話す内容

× Ｏ 人 左のように は｢人｣を直接目的語に取れない｡

○ 人 事 に について話す 左のように は必ず｢人｣を目的語に必要とする｡
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○ Ｏ 人 ～ Ｏに～について話す

 とはいわない。直接目的語

の になる名詞は、それ自体が話す 語る 内容を含んだものに限ら

れる。以下のような言い方は可。

彼はその秘密 事実・話・彼の名前 について話した

○ Ｏ 人 Ｓ Ｖ～

○ Ｏ 人 原形 ～

× Ｓ Ｖ～ ｢言う｣という が 節のような｢物事｣だけを目的語にとることはない｡

× 人 Ｓ Ｖ～ ｢言う｣という は｢人｣が目的語に必要｡前置詞の などは必要ない｡

が「人」以外を目的語にとることもありますが、それは以下のような決ま

った形 表現 でのみです。

真実を話す ウソをつく

物語 話 を語る 冗談を言う

それから には「区別する／分かる」という意味もあり、この意味では

「人」以外も目的語に取れます。この は で言い換えられま

す。

人･物事 Ａが だと わかる、識別する

ＡとＢを区別する

ＡとＢの違いがわかる

時刻がわかる

が「言う」なのか、「区別する 分かる」なのかの見極め方は以下の通り。

①「区別する 分かる」という は とセットで使うことが多い。

②「言う」という は「人」しか基本的に目的語にとれないが、「区別

する分かる」という は「人」「物 事 」どちらも目的語にとれる。

疑問詞節や 節、 節を目的語にとることもある。

なぜ彼がそれをしたのか分からない

⑽目的語にとる語句が限定されている他動詞。

①「参加する」

⒈ Ｏ 活動・会合・機関

私はその会合に参加 出席 した
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⒉ Ｏ 活動・会合・機関

私は国際大会に参加した

⒊ Ｏ 人・人の集団  は｢人間｣も目的語に取れる

私達と 一緒に散歩しませんか

トムは私達のスキー部に入りたがっている

②「勝つ」

⒈ Ｏ 試合・賞品  勝つ と 負ける は､｢人間･ 試合の 相手等｣を目的語に取れない点に注意せよ

オックスフォードはケンブリッジに２対０でその試合に勝った 負けた

彼らは競走に勝つために懸命に練習している

彼は競技で１等賞を獲得した

⒉ Ｏ 対戦相手

×

彼らは２対０で我がチームに勝った

×

彼はテニスで相手を破った

⒊ Ｏ 対戦相手

× 彼をゴルフで負かした

③「盗む 」と「奪う 」

⒈ 物 人・場所 「ＢからＡを盗む」

活用は

彼は老婦人からハンドバッグを盗んだ

⒉ 人・場所 物 「ＡからＢを奪う」

活用は

彼は老婦人からハンドバッグを奪った

④「感謝する」。 と 。

⒈ は「物」しか目的語にとれない。

○  は｢物｣しか目的語にとれない｡

×

⒉ は「人」しか目的語にとれない。

－１９－

文型・動詞の語法



○  は｢人｣しか目的語にとれない

× 人 物事 のことで に感謝する

 は、 と形容詞になった場合も の後ろの Ａには「人」がくる。

「 Ｂ 物事 について 人 に感謝し

ている」という語法になる。

ご親切ありがたく存じます

 については以下の語法も頻出。非常に丁寧な依頼を表す表現。

原形 ～

～していただければ幸いです

※ は 節の内容を受ける。 この の省略は不可。

私の計画にご承認をいただければ幸いです

レクチャー５

意味や活用などが紛らわしい動詞。

⑴活用の一部が同じなため、間違えやすいもの。

① 「倒れる」 [自]

「倒す」 [他]

② 「横たわる」「ある いる 」[自]

「横たえる」「 卵を 生む」[他]＋ 名

「嘘をつく」 [自]

 だけが他動詞で､直後に目的語になれる名詞をとるのがポｲﾝﾄ｡｢ｳｿをつく｣という は｢ 人 にｳｿを

つく｣という形で使われることが多い｡

③ 「見つける」「わかる」

「創設する」

「罰金を科す」

④ 「見る」「わかる」

「のこぎりでひく」
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⑤ 「巻く」  の発音は「ワウンド」

「傷つける」  の発音は「ウーンド ｨド 」

⑥ 「縛る」「束ねる」「束縛する」

「 精神的に 団結させる」

「跳ねる」

形 原形 ～

①｢必ず～するだろう｣ 原形 ～

きっと雨が降るだろう

②｢～すべきだ｣｢～する義務がある｣

私は義務上この事をやり通さなければならない

③｢～する決心だ｣

あなたが何と言おうと私は行くことに決めています

形 場所 行きである

その飛行機はパリ行きだ

⑵形が似た動詞と活用を混同しやすいもの。

① 「飛ぶ」

「流れる」

「まゆをしかめる」

② 「歓迎する」

「克服する」

③ 「上がる」「昇る」 自

「上げる」「育てる」 他

「生じる」「起こる」 自

「刺激する」 他

「元気づける」 他

④ 「見える」

「のこぎりでひく」

「縫う」

「種をまく」

⑶意味によって活用が違うもの。

① 「飛ぶ」
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「逃げる」

② 「つるす」「掛ける」

「絞首刑にする」

③ 「横たわる」「ある」 注 現在分詞形は両方とも

「嘘をつく」

④ 「輝く」「照る」

「みがく」

⑷意味の違いや自動詞、他動詞の区別が狙われるもの。

① 「座る」 [自]

「座らせる」 [他+O(名)]

したがって､ を使って｢座る｣とするためには､ 又は としなくてはならない｡

彼はソファに座った

② 「横たわる」「ある」[自]

ソファに横になる

動かないままでいる  形･分 ｢ のままでいる｣

 は自動詞なので､後ろに目的語をとらない｡なお直後に形容詞･分詞を 補語 としてとって｢ のままでいる｣という語法もある｡

「横たえる」「（卵を）生む」[他+O(名)]

バットを横たえる

卵を生む

 は他動詞なので､後ろに目的語になれる名詞を必要とする｡また､ を使って｢横たわる｣とするためには､

又は としなくてはならない｡

「ウソをつく」」 自

この も自動詞｡｢ 人 にｳｿをつく｣ という形になることが多い｡

③ 「上がる」 [自]

「上げる」「育てる」[他+O(名)]

④ 「運ぶ」

「持って（連れて）くる」

「持って（連れて）行く」

「行って取って（連れて）来る」
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⑤ 「思い出す、覚えている」

「思い出させる」

{
｢ に思い出させる､気付かせる｣

人 物事 ｢ に を思い出させる｣

～ ｢ に～を思い出させる｣

原形 ～ ｢ を注意して～させる｣  特に 原形 ～の部分は､｢未来 これから

先 ｣の内容になる｡

 は必ず｢人間｣を目的語にとるのに対し､ は必ず主語に｢人間｣をとる｡このように必ず主語に｢人間｣をとる動

詞は､ ｢説得する｣や ｢忘れる｣等､言葉や思考､知覚に関する動詞である｡

ご親切はいつまでも忘れません

そうそうそれで思い出した

その写真は彼に楽しかった子供のころを思い出させた

妻は私に彼に便りを出すようにと注意してくれた

その写真を見て友人に便りを出すことを思い出した

⑥ 人 「Ａを驚かす」[他+O(名)]

物事 「Ａに驚く」 自

 は｢驚く｣という意味

私はその知らせに驚いた で使う場合には受け身にする必要がある｡

⑦ 「Ａを着る」 ｢着る｣という一回の動作､行為を表す

「Ａを着ている」 ｢着ている｣という状態を表す｡一時的に身につけてるという意味では でも可

⑧ 「Ａを主張する」

「Ａに固執（執着）する」

⑨ ⒈ 自動詞として 起きる、目が覚める

⒉ 他動詞として ～の目を覚ます、起こす

⒈ 形容詞として 起きている、目が覚めている

彼は長いこと目を覚まして横になっていた

⒉ 主に自動詞として 起きる、目が覚める

主に他動詞として 〔人〕に（…を）気付かせる

自覚させる
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その問題は、彼に自分の地位の重大さを悟らせた

⑩ と

⒈

 は 「～でないと思う」 と同じ。

したがって は 「～だと思う」 と同じ。

⒉

 は 「～だと思う」 と同じ。

したがって は 「～でないと思う」 と同じ。

「彼は自分がだまされたのではないかと疑った」

｢ をだます｣

「彼が明日ここに来るのは疑わしいものだ」

正解

レクチャー６

自動詞と他動詞で意味が変化するもの。

⑴[自] 名 「Ａに屈する」

彼らは決して暴力に屈しないだろう

[他] 名 「Ｏを生み出す」 名

他動詞の には｢～を明け渡す｣とい

彼の新しい仕事は相当利益を上げている う意味もある｡

⑵[自] 名 「Ａに屈する」「Ａに従う」

その選手は審判の判定に従った

[他] 名 「Ｏを提出する」 名 名

昨日先生にレポートを提出した 他動詞の には｢～を従わせる｣という意味もある｡
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⑶[自] 名 「Ａを考慮する」 名 名

多少の遅れを考慮することが必要だ

[他] 名 原形 ～ 「Ｏが～するのを許す」 原形 ～

このお金のおかげで車が買えます

⑷[自] 名 ①「Ａ（仕事）に専念する」

②「Ａ（話）を注意して聞く」

③「Ａ（人）の世話をする」

勉強に精を出しなさい

彼の話を注意して聞こう

誰がこの病人の世話をしているのですか

[他] 名 ①「Ｏに出席する」

②「Ｏ（人）の世話をする」

彼は講義に出席した

彼女はその病人の世話をした

⑸[自] ①「走る」②「流れる」

③ Ｃ 形･分 「Ｃになる」

④「 性格などが 遺伝する、伝わる」

川の水が干上がった

飲料水は不足しかかっている

彼女はとっても気が短いね

そうです。 親ゆずりです

[他] 名 ①「Ｏを経営する」 名

② で 「危険を冒す」

彼はレコード店を経営している

⑹[自] ①「立っている」②「いる、ある」③「支持する」

その城は丘の上にある

戸は開いていた

私は自由貿易を支持する

[他] 名 ①「Ｏを我慢する、耐える」②「Ｏに抵抗する」

私には暑さは耐えられない
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⑺[自] 名 「Ａと交流する、交際する、提携する」

不正直な人たちとは交際するな

[他] 名 名 「ＡをＢと結びつけて考える、関連させる」

我々はアインシュタインと言えば相対性理論を連想する

我々は彼をその企ての仲間に入れた

⑻[自] 形･分･名 「Ｃだと判る、判明する」

（ ）

新しい機械は役に立たないことがわかった

[他] 名 「Ｏを証明する」

彼の言葉が本当だということをどうして証明できるのか

⑼[自] 形･分･名 「Ｃだと判る、判明する」

彼らがいっていることはうそではないことが判明した

[他] 名 「Ｏを生み出す、生産する」 名

この大学は有能な技術者を世に送り出してきた

⑽[自] 形･分･名 「Ｃになる」

息子は教師になった

[他] 名 「Ｏに似合う、似付かわしい」 名

そのような振る舞いは君には似合わない

⑾[自] 「割に合う（得になる）」

戦争は（勝っても負けても）割に合わない

[他] 名 名 「Ａ 金額 をＢ 人 に支払う」

彼に ドル支払った
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⑿[自] 名 「Ａの責任をとる」

親は子供の行動に責任を持たねばならない

[他] 名 「Ｏに答える」

彼はその問題に答えた

⒀[自] 名 「Ａを増す」 名

これできっと食欲が増しますよ

[他] 名 名 「ＡをＢに加える」

彼は紅茶に砂糖とミルクを少し加えた

⒁[自] 抽象的なこと・活動 「Ａに取りかかる、加わる、参加する」

彼と会話を始める

その会社と契約を結ぶ

[他] 場所 「Ａに入る」

彼は裏口から部屋に入った

 とは言わない。「レクチャー２」を参照せよ。

レクチャー７

使役動詞のまとめ。

⑴ と 。

① +Ｏ+ [原形]～ 「Ｏに 強制的に ～させる」 Ｏ 原形 ～

Ｃ Ｃ

私は息子に部屋の掃除をさせた

原形

ただし、主語が「物事」の場合には「強制」の意味はない。

彼女の言葉を聞いて腹が立った

なお、ｍａｋｅにはＣに「名詞」「形容詞」等をとって「ＯをＣにする」

という用法もある。
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彼の父は彼を野球選手にした

名

僕は君を幸せにするよ

形

また「 過去分詞」で「自分自身を～してもらう」も、受験で

頻出。 Ｏ Ｃ

Ｃに入る過去分詞では、以下の３つが頻出。

･ 「自分のことを理解してもらう」

･ 「自分のことを聞いてもらう」

･ 人 「Ａに自己紹介をする」

私は英語で自分自身（の考え）を理解してもらうことができなかった

→ 英語で用が足せなかった

私は自分自身の声を聞いてもらえなかった 自分の声が届かなかった 。

というのは生徒があまりに騒々しかったからだ

② Ｏ [原形]～ 「Ｏに 許可して ～させる」 Ｏ 原形 ～

Ｃ Ｃ

ついに両親は私が留学するのを許してくれた

 は に原形をとる が、 は に 不定詞を取る点に注意せよ！

⑵ と 。

{
原形 ～ 「Ｏに～させる（してもらう）」

① Ｏ Ｃ

ｐ．ｐ． 「Ｏを～される（してもらう）」 注 過去分詞のこと｡

Ｃ ※使役の には｢ ～｣で｢ に～ 自由に させておく｣という用法もある｡

の場合､｢ 自分が を～してしまう｣という意味になることもある｡

{
原形 ～ 「Ｏに～させる（してもらう）」

② Ｏ Ｃ

ｐ．ｐ． 「Ｏを～される（してもらう）」

Ｃ ※ の場合､｢ 自分が を～してしまう｣という意味になることもある｡

Ｃに何を入れるかは、ＯとＣの意味関係で決まる。つまりＯとＣが能動 「Ｏ
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はＣする」 の意味関係なら、Ｃには であれば「原形 又は～ 」、 で

あれば、「 不定詞」が入る。逆に、ＯとＣの関係が受身 「ＯはＣされる」

の意味関係になる場合は、 も も 過去分詞をＣに取る。

《Ｃの見極め方》

Ｏ：Ｃ＝能動 ｢ は する｣  Ｃ＝①動詞が なら｢原形 又は～ ｣

②動詞が なら｢ 不定詞｣｡

Ｏ：Ｃ＝受身 ｢ は される｣  Ｃ＝過去分詞

《演習》空欄中で、正しい形となるものを選べ。

⒈

⒉

⒊

⒋

⒌

⒍

【解答】⒈ ⒉ ⒊ ⒋ ⒌ ⒍

【解説】⒈解説⒈｢ ｣と｢ ｣である｢私の家｣と｢ ペﾝｷで塗る ｣の関係は受身 家は人によって塗られるもの ｡

《訳》｢私は家を緑色に塗ってもらった｣

⒉｢ ｣と｢ ｣である｢私の息子｣と｢ 運ぶ ｣の関係は能動 息子が運ぶ ｡

《訳》｢私は息子に荷物を運ばせた｣

⒊｢ ｣と｢ ｣である｢私の息子｣と｢ 殺す ｣の関係は受身 息子は殺された ｡

《訳》｢私は息子を戦争で亡くした｣

⒋｢ ｣と｢ ｣である｢私の夫｣と｢やめる｣の関係は能動 夫がたばこをやめる ｡

《訳》｢私は夫にたばこをやめさせた｣

⒌｢ ｣と｢ ｣である｢写真｣と｢撮る｣の関係は受身 写真は人によって撮られるもの ｡

《訳》｢私友人に写真を撮ってもらった｣

⒍｢ ｣と｢ ｣である｢あなた｣と｢言う｣の関係は能動 あなたが言う だが､この場合のように｢ に～させておく する

ままにさせておく ｣という意味になる場合には｢ ｣には｢現在分詞 ｣が入る｡

《訳》｢君なんかに息子のことをそんなふうには言わせてはおかないぞ｣

 も｢ ｣に｢現在分詞 ｣をとることがあるが､違いは｢ 原形 ～｣の場合は､｢努力

して～させる｣というﾆｭｱﾝｽになる｡ ～の場合､そのようなﾆｭｱﾝｽはない｡
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｢努力して～させる｣というﾆｭｱﾝｽはない｡

私は車を発進させた

レクチャー８

後ろの形で意味が見えてくる動詞のパターン。

⑴「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後に「Ａ Ｂ」という形が続く場合、その動詞の意味は２つに分類

することができます。それは、

①「ＡにＢを与える」

②「ＡをＢと結びつける」

の２つです。以下にその例を挙げてみましょう。

①「ＡにＢを与える」型 Ａ⇦ Ｂ

「ＡにＢを与える」

特に は､ と がひっくり返ると ｣と､前置詞が

になり､これもよく狙われる｡

私たちは彼らに食料を与えた

＝

「ＡにＢを与える」

「ＡにＢを与える」

「ＡにＢをゆだねる」

「ＡにＢ（食物）を与える」

「ＡにＢを印象づける」

「ＡにＢを贈る」

「ＡにＢを預ける」

②「ＡをＢと結びつける」型 ＡＢ

「ＡをＢと結び付ける」

「ＡをＢと結びつける、関連させる」

「ＡをＢと混ぜる」

「ＡをＢと同一視する」

「ＡをＢと関係させる」

もちろん下の英文のように、形は「動詞 ＋ Ａ with Ｂ」型でも、上のルールに当
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てはまらないようなものもあるので注意は必要です。

この は､単に｢～で もって ｣という｢手段｣を表しているだけ｡

彼はバットでボールを打った

この は､単に｢～と一緒に｣という｢同伴｣を表しているだけ｡

私は妻とその町を訪れた

⑵「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後に「Ａ Ｂ」という形が続く場合、その動詞の意味は２つに分類す

ることができます。それは、

① の が｢理由の ｣だった場合 → 「賞罰」を表す動詞がくることが多い

② の が｢ｲｺｰﾙの ｣だった場合 →「交換する」「みなす」型が多い

の２つです。以下にその例を挙げてみましょう。

①「Ｂの理由でＡを誉める、叱る、非難する、罰する等」、つまり「賞罰」型

「Ｂの理由でＡを非難する」

「Ｂの理由でＡを非難する」

「Ｂの理由でＡを非難する」

「Ｂの理由でＡを批判する」

「Ｂの理由でＡを罰する」

「Ｂの理由でＡを誉める」

「Ｂの理由でＡを賞賛する」

「Ｂの理由でＡに感謝する」

「Ｂの理由でＡを叱る」

②「ＡをＢと交換する／みなす」、つまり「Ａ＝Ｂ」型

「ＡをＢと交換する」

「ＡをＢの代わりに用いる」

「Ａ 物 をＢ 金額 で買う」

「Ａ 物 をＢ 金額 で売る」

「Ａ 金額 をＢ 物 に支払う」

「ＡをＢとみなす」

「ＡをＢと間違える」

⑶「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後に「Ａ Ｂ」という形がつづく場合、その動詞の意味は３つに分類
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することができます。それは、

①「Ａ 人 からＢを取り去る 取り除く 」

②「Ｂ 人 にＡを求める」

③「Ａ 人 にＢ 情報・考え・記憶・警告等 を与える」

の３つです。以下にその例を挙げてみましょう。

①「Ａ 人 からＢを取り去る（取り除く）」 Ａ⇔Ｂ

「ＡからＢ 金品）を奪う」

「ＡからＢ（物・地位・能力等）を奪う」

「ＡからＢ 邪魔なもの を取り除く」

「ＡからＢ 病気 を取り除く 治療する 」

「ＡからＢを出す 空にする 」

「ＡからＢ 不安など を取り除く」

「ＡからＢ 障害物・負担・苦痛など を取り除く」

「ＡからＢ 物・財産・権利など を奪う、取り除く」

②「Ｂ 人 にＡを求める」型 ＡＢ

「ＢにＡを尋ねる」

「ＢにＡを懇願する」

「ＢにＡを要求する」

「ＢにＡを期待する」

「ＢにＡを要求する」

③「Ａ 人 にＢ 情報･考え･記憶･警告等 を与える」型 Ａ⇦ Ｂ

「ＡにＢ（情報）を与える」

「ＡにＢ（考え）を確信させる」

「ＡにＢ（考え）を納得させる［説得する］」

「ＡにＢ（記憶）を思い出させる」

「ＡにＢ（警告）を与える」

⑷「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後に「Ａ Ｂ」という形がつづく場合、「Ａが を Ｂから離れる

離す・別れる 方向に仕向ける」がその意味の基本です。具体的には以下の３つ

に分類することができます。それは、

－３２－

文型・動詞の語法



① 動詞 Ａ ～ 「Ａが～しない できない ようにする」

これは､｢ が原因となって結果として は～しない できない｣と訳してもいい｡

②「ＡとＢを区別する」

③「ＢからＡを得る」

の３つです。以下にその例を挙げてみましょう。

①「Ａが～しない できない ようにする」型 Ａ⇔Ｂ

～ 「Ａが～することを妨げる」

～ 「Ａが～することを妨げる」

～ 「Ａが～することを妨げる」

～ 「Ａが～することを妨げる」

～ 「Ａが～することを禁止する」

～「Ａが～することを思い止まらせる」

②「ＡとＢを区別する」型 Ａ⇔Ｂ

「ＡとＢを区別する」

「ＡとＢを区別する」

「ＡとＢを区別する」

「ＡとＢを区別する」

③「ＢからＡを得る」型 ＡＢ

⑸「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後に「Ａ Ｂ」という形がつづく場合、その動詞の意味は以下の通り

です。

「ＡをＢに与える Ｂの上に置く 」 Ａ⇨ Ｂ

以下にその例を挙げてみましょう。

「ＡをＢに与える」

「ＡをＢに与える」

「ＡをＢに課す」

「ＡをＢのせいにする」

「ＡをＢに押しつける」
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⑹「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後に「Ａ Ｂ」という形がつづく場合、その動詞の意味は２つに分

類することができます。それは、

①「ＡをＢに変える」

②「ＡをＢの中に入れる」

の２つです。以下にその例を挙げてみましょう。

①「ＡをＢに変える」型 ＡＢ

「ＡをＢに変える」

「ＡをＢに変える」

「ＡをＢに変える」

「ＡをＢに分割する」

「ＡをＢに翻訳する」

「ＡをＢに翻訳する」

「ＡをＢに変化させる」

②「ＡをＢの中に入れる」型 ＡＢ

「ＡをＢの中に入れる」

「ＡをＢに吹き込む、注入する」

～ 「Ａを説得して～させる」

⇔ ～ 「Ａを説得して～させない」

⑺「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後の「Ａ Ｂ」は、「Ａ→Ｂ つまり「ＡをＢに」 」と考えて下さい。

そして「 」を後ろにとる動詞の意味は、以下の３つに分類することができま

す。

①「ＡをＢに与える 伝える、加える 」「ＡはＢのせいだと考える」

②「ＡをＢに連れてゆく くる 、もたらす」「ＡをＢに合わせる」

③「ＡをＢ 状態・性質 に変える にする 」

このうち「与える」型が一番多く、その次が「連れてゆく」型です。以下にその

例を挙げてみましょう。

①「ＡをＢに与える」Ａ⇨ Ｂ

－３４－
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「Ａ 責任・過失等 をＢのせいにする（せいだと考える）」

「ＡをＢに与える」

「ＡをＢに加える」

「Ａ 益・害 をＢ 人 に与える」

「ＡをＢに付け加える、張り付ける」

「ＡをＢのせいにする」

「ＡをＢのせいにする」

②「ＡをＢに連れていく くる 、もたらす」ＡＢ

「ＡをＢに連れていく」

「ＡをＢに連れてくる」

③「Ｂの状態にする 変える 」」ＡＢ

「ＡをＢに減らす」「ＡをＢに変える まとめる 」

「ＡをＢに変える」

⑻「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

ある動詞の後に「Ａ Ｂ」という形がつづき、その部分に「Ａ＝Ｂ」の関係が成

り立つ場合、その動詞の意味は以下の通りです。

「『ＡはＢだ ＝ だ 』とみなす 思う ／言う」 Ａ＝Ｂ

｢みなす 思う ｣型の方が多い｡
以下にその例を挙げてみましょう。

「ＡはＢだとみなす」 「ＡをＢだと言う」

「ＡはＢだとみなす」 「ＡをＢと定義する」

「ＡはＢだとみなす」 「ＡをＢと呼ぶ」

［ＡはＢだ思う」 言う

「ＡはＢだと言う」

もちろんごくたまに「Ａ＝Ｂ」が成り立っても「みなす 思う ／言う」型にならな

いものもあります。それはたとえば以下のように主語が「物 事 」の場合です。

報酬

適度な運動は健康をその報酬としてもたらしてくれる

以下は、字面的には「見なす」ではありませんが、「ＡをＢとみなす」結果として

「使う」「扱う」わけで、その応用形といえるでしょう。

－３５－
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少年たちはその棒をバットとして用いた

彼らは私を子供として扱った

レクチャー９

意外な意味になる動詞。

⑴ 時間的に 続く、持続する 自動詞 他動詞の用法もあるが少ない

人･健康･力などが 持ちこたえる、衰えない

物が ある時間 長持ちする、足りる、間に合う

会合は４時まで続いた

彼はあとどのくらいもつだろう

我々の食物はどれくらいもつだろうか

⑵ （…を）熱望する、（…に）あこがれる 自動詞、他動詞両方あり

私たちは平和を熱望している

彼は彼女にとても会いたがった

⑶ 敵・困難等に 直面する、立ち向かう 他動詞

我々は困難に敢然と立ち向かった

⑷ 割に合う 自動詞

正直は時として割に合わない

⑸ ① 機械・器官などが 動く、作動する、機能する 自動詞

この時計は電気で動く

② 計画･方法などが うまくいく

君の計画はうまくいくでしょう

③ 薬･力などが 効く、効果がある

この薬は不思議なほどよく効く

⑹ ～を一緒に使う 他動詞

会社まで彼女の乗ったタクシーに便乗させてもらった

－３６－
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⑺ 重要だ 自動詞

彼が来るかどうかは重要ではない

⑻ 必要･要求 Ｏを満たす、Ｏに応える 他動詞

私は彼の要求に応じた

⑼ 店･会社など Ｏを経営する 他動詞

彼はホテルを経営している

 は、上記以外に を用いたイディオムが超頻出

① Ａに立候補する

② Ａが切れる、使い果たす

Ａが不足する

③ 危険を冒す

～ Ａの ～するという危険を冒す

④ 逃げる

⑤ Ａを追いかける

⑥ Ａに遭遇する、出くわす

⑦ 人等 車が Ａをはねる、ひく

⑽ ある価格で 売られている、売れ行きが良い 悪い 自動詞

］

彼の新しい本は売れ行きがいい 悪い

 のように能動態でも受身的な意味を表す動詞として､ ｢切れる｣ ｢扱われる｣などがある｡

このナイフはよく切れる

その車は運転しにくい

⑾ 人 Ｏにふさわしい、似合う 他動詞。Ｓには「服・言動」がくる。

この帽子はよくお似合いになりますよ

⑿ 人 Ｏ 人 がいないのを寂しく思う 他動詞

－３７－
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⒀ 範囲･問題など Ｏを扱う、カバーする、占める 他動詞

この辞書は日常語はすべて採録してある

⒁ 人 いざというときに Ｏの役に立たない、失望させる 他動詞

Ｏを見捨てる

いよいよという時に 彼は勇気が出なかった

私は言葉に詰まった

彼女は視力を失った

⒂ 人 Ｏより長生きする 他動詞

彼女は夫よりも 年長生きした

もちろん には「生き残る 延びる 、存続する」 これは自動詞 。

「～を生き延びる」 これは他動詞 のような意味もある。

その習慣は 世紀まで続いている

⒃ Ｃ 人･物 Ｃになる ＝ Ｃ 人･物

にとって の になる

２人は理想的な夫婦になるだろう

この随筆は楽しい読み物になる 読んで楽しい

ベティーはジャックのいい奥さんになるだろう

レクチャー

「動詞＋名詞」の 決まり文句的 頻出表現。

「知識を身につける」

「玄関の応対に出る」

「実を結ぶ」

「お湯を沸かす」

「火がつく」
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「風邪をひく」

「風邪をひいている」

「始発列車に間に合う」

「最終列車に乗り遅れる」

「足を組む」

「腕を組む」

「出席をとる」

「試験でカンニングする」

「せきばらいをする」

「食卓を片付ける」

「罪を犯す」

「自殺する」

「 ある金額が 出費をまかなう」

「見物する」

「あいさつをかわす」

「凧を上げる」

「～の忠告に従う」

「運動をする」

「パーティーを開く」

「講義 講演 をする」

「頭が痛い」

「のどが痛い」

「息を殺す」

「息が切れる」

「黙る」

「日記をつける」

「暇をつぶす」

「卵を産む」

「かっとなる」

「 ～の 予約をする」 ～

「 ～の 予約を取り消す」 ～

「 ～のために 場所をあける」 ～

「ミスをする」

「お茶 コーヒー を入れる」

「お金を稼ぐ」

「生計をたてる」

「火を起こす」
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「演説をする」

「顔をしかめる」

「決心する」

「重要である」

「意味をなす／筋が通る」

「進歩する」

「努力する」

「要求 必要 を満たす」

「試験にうかる［落ちる］」

「医者［弁護士］を開業する」

「ホテルを経営する」

「危険を冒す」

「貯金する」

「医者にかかる」

「辞書を引く」

「食卓の準備をする」

「 Ａと 握手する」

「部屋を共有する」

「タクシーを相乗りする」

「涙を流す」

「肩をすくめる」

「子供を甘やかしてだめににする」

「試験を受ける」

「薬を飲む」

 とは言わない。

「一休みする」

「避難する」

「交替で～する」 ～

「措置を講じる」

「昼寝する」

「時間をかける」

「骨を折る、尽力する」

「電話 トイレ を借りる」

 とは言わない。

「足元に気をつける」

－４０－
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